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１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 
（１）確かな学力の育成 

重点目標 

・ユニバーサルデザインの視点に基づいた授業の実施、個別最適な学びと協働的
な学びの保証による、各教科等における基礎的・基本的な学習内容の確実な
定着 

・プログラミング的思考の育成 
・カリキュラムマネジメント（身に付けさせたい力を横断的・総合的に学ばせる）に
よる、ＥＳＤで重視する能力・態度の育成 

評価項目 
（目標とする成果・指標 ％） 

自己評価 学校関係者評価 

評語 現状の分析と改善策 評語 
学校運営連絡協議会委員 
の意見 

・東京ベーシックドリルにお 
いて、全児童の８割が達成率９
０％になるようにする。 ２ 

東京ベーシックドリルでの９０％
以上の達成率は、４割５分であっ
た。各教科の学習における主体
的・対話的で深い学びの取組を
一層高める必要がある。 

A 

豊ヶ丘小学校の授業づく
りについては、適切な実施
ができていると考える。中学
年においての算数科での基
礎的技能・知識の定着につ
いては、授業の改善をさらに
進めると共に、タブレット端
末だけに頼らず、ICTと実際
の体験は共に大切だと思
う。豊ヶ丘小学校は様々な体
験の場を子供たちに与えて
いると思う。 
保護者アンケートの回収
率の向上を望む。 

・一連の活動をより効率的に 
実現するための思考力を育成 
し、学力に関する保護者アン 
ケートの肯定的評価を９０％ 
以上にする。 

４ 

保護者アンケートによる「楽しく分
かる授業」「学力の向上」での肯
定的評価は、それぞれ９４．６％、９
３．７％であった。 

B 

・カリキュラムマネジメント 
によって、ＥＳＤで重視する 
能力・態度を育成し、特色あ 
る教育活動及び学力に関する 
保護者アンケートの肯定的評 
価を９０％以上にする。 

４ 

保護者アンケートによる「ESD の
推進」「プログラミング的思考力
の育成」での肯定的評価は、それ
ぞれ９５．５％、９２．７％であった。 

B 

評価のまとめ 

本年度の全国学力学習状況調査で、第６学年児童は全国平均、東京都平均を
上回ることができた。また、英検サポートプログラムでの結果も昨年度の平均を上
回りよい評価を得ることができた。自らの学習を調整し、主体的対話的で深い学
びを体現できる児童の育成のために、引き続き教職員の授業力の向上、プログラ
ミング教育の実施、ユニバーサルデザインの推進を行う。 

 

【評語について】 

自己評価 学校関係者評価 

評語 達成状況 成果指標 評語 自己評価の適切さ 

４ 申し分なく達成した ９０％以上～１００％ A 適切である 

３ おおむね達成した ７０％以上～９０％未満 B おおむね適切である 

２ やや下回った ４０％以上～７０％未満 C 適切でない 

１ 大きく下回った ４０％未満 D    評価は困難である 

（２）豊かな心の育成 

重点目標 

・議論などの対話的な授業を推進する。自分の考えをもちながらも他の人の考
えを大切にすることによる、思いやりの心や規範意識等の道徳的実践意欲
の向上 
・様々な体験的活動や集団活動をとおしてより人間関係づくりができる児童の
育成 

評価項目 
（目標とする成果・指標 ％） 

自己評価 学校関係者評価 

評語 現状の分析と改善策 評語 
学校運営連絡協議会委員 
の意見 

・いじめは起こるものとして、いじめ

の未然防止、早期発見、早期対応

を心がけ、いじめの解消率を１０

０％にする。 

３ 

６月のふれあい月間でのいじめ
報告件数は１３件であり、１１月の
触れあい月間での解消は１１件。
解消率は８５％であった。 

A 

 学校評価の保護者アンケ
ートにおいて「子供を大切に
している」「子供のことを相
談しやすい」「共に教育を推
進している」等の肯定的な
評価がいずれも９０％を超え
ており、学校や教員が豊ヶ
丘小学校の児童一人一人
の成長に真摯に向き合って
いることがうかがえる。 
 保護者アンケートの回収率
の向上を望む。 

・「特別の教科 道徳」において、物

事を多面的に考えたり、議論したり

して、自分の考えと友達の考えを比

べたり取り入れたりして自己の生き

方に対する考えを深めさせ、道徳

的実践に関する保護者アンケート

の肯定的評価を９０％以上とする。 

４ 

保護者アンケートによる「思いや
りの心や規範意識の向上」での
肯定的評価は、９１．８％であっ
た。 B 

・様々な集団活動をとおして、いつ

でもどこでも誰とでも仲良くできる

資質を育成し、道徳的実践に関す

る保護者アンケートの肯定的評価

を９０％以上とする。 

４ 

保護者アンケートによる「学校生
活を楽しいと感じている」「仲良く
生活している」での肯定的評価
は、それぞれ９２．８％、９６．４％で
あった。 

B 

評価のまとめ 

 いじめの未解決の案件は、対象の児童が確定できなかった２件であった。また、１
１月のふれあい月間では新たないじめ案件も報告されている。いじめは、必ず起こ
ることを前提としていじめの解消に全力を尽くすことはもちろんのこと、児童の変化
を見逃さず全教職員でいじめの未然防止、早期発見に引き続き取り組んでいく。 

 
（３）健やかな体の育成 

重点目標 

・生涯にわたり心身ともに健康な児童の育成と豊かなスポーツライフの実現を
目指し、運動に親しむ児童の育成 
・自分の身は自分で守る危機回避意識と交通安全に関する取組や避難訓練
等をとおした児童自身による危機回避能力の向上 
・食に対する意識の涵養 

評価項目 
（目標とする成果・指標 ％） 

自己評価 学校関係者評価 

評語 現状の分析と改善策 評語 学校運営連絡協議会委員の意見 

・豊ヶ丘小レガシーとして、一 

校一取組やトヨリンピックによ 

り、体力・運動能力調査におい 

て国・都の平均以上にする。 

１ 

学年別男女別での体力・運動能力
調査で、国・都の平均を上回ったの
は、３４％程度であった。特に瞬発力
系、柔軟性での低さが目立った。トヨ
リンピックや群れ遊び等で運動に親
しむ機会を提供していく。 

A 

コロナ禍において、トヨリ
ンピックを実施したり、食に
まつわる体験を行ったりする
ことが難しい状況であったこ
とと思う。その中においても、
児童の健やかな体の育成に
向けて最大限取り組んだこ
とは評価したい。今後も児童
の健やかな体の育成に取り
組んでいただきたい。 
保護者アンケートの回収
率の向上を望む。 

・避難訓練や安全指導による 

児童の危機回避能力育成をと 

おして、安全に関する保護者 

アンケートを９０％以上とする。 

４ 

保護者アンケートによる「安全に対す
る意識の向上」「情報モラルを身に
付ける指導」「SNS 等のルールの適
正化」での肯定的評価は、それぞれ９
８．２％、９４．６％、９８．２％であった。 

B 

・給食指導、栽培・収穫などの体験

活動をとおして、食に対する意識を

高め、健康に関する保護者アンケ

ートを９０％以上とする。 

４ 

保護者アンケートによる「学校教
育目標の具現化」、「体力向上」
の肯定的評価は、それぞれ９４．
６％、９５．５％であった。 

B 

評価のまとめ 

多摩市の残菜率調査で、本校の残菜率はかなり良い調査結果を得ている。一方、体育の
授業の改善や一校一取組み、トヨリンピック等で運動に親しむ児童の育成を目指している
が、結果として体力の向上は顕在化していない。引き続き運動に親しむ場や機会を提供し
つつ、日常的に運動に親しむ児童の育成を続けていく。 

学校教育目標 

人権尊重の精神を基盤として、調和の取れた人間性豊かな児童の育成 
◎ 実行する子（知） ○ 思いやりのある子（徳） ○ 健康な子（体） 

目指す学校像（学校経営ビジョン） 
「よき社会人を育てる学校」 
社会人としての基盤を身に付けさせるために、教職員が一体となって、地域・保護者及び関係諸機関と緊密に連携し
た「共に教育」（共育）に取り組み、将来社会を担う、「よき社会人」を育成する学校 

目指す子供像 目指す教師像 

未来に向けて自らの知恵を活用し、周りの人と協働して
改革・革新ができ、自分の利益だけではなく、社会に対し
て貢献できる児童 

児童一人一人としっかり向き合い、愛情を注ぐとともに、
児童の輝くところに気付き、自己肯定感を高めさせること
ができる教師 



（４）家庭や地域との連携 

重点目標 

・コミュニティ・スクールの強みを生かし、保護者及び地域の教育力を積極的
に活用した「共に教育」の推進 
・学校だより、学年や学級だより、学校ホームページ等の情報発信やＩＣＴの活
用による授業の開発による学校理解度の向上 

評価項目 

自己評価 学校関係者評価 

評語 現状の分析と改善策 評語 
学校運営連絡協議会委員

の意見 

・１２月実施予定の保護者ア
ンケートによる「共に教育」に
関する評価において９０％以
上とする。 

４ 

保護者アンケートの「保護者、
PTA」「地域等」と協働して教育
活動を行っている」での肯定的評
価は、それぞれ９７．２％、９６．４％
であった。 

B 

学校教育の進め方として

は適切に進められていると

思う。豊ヶ丘小学校が目指

す、社会に開かれた教育課

程は、実現できてきているの

ではないか。来年度以降、さ

らなる「共育」の実施を期待

する。 

保護者アンケートの回収

率の向上を望む。 

・１２月実施予定の保護者ア
ンケートによる「情報発信」に
関する評価において、９０％以
上とする。 

４ 

保護者アンケートの「教育方針、
教育活動」の発信、「学力調査、
体力調査」の発信での肯定的評
価は、それぞれ９２％、９２．７％で
あった。 

B 

 

 
 

 

評価のまとめ 

共に教育、情報発信においては、両項目とも９０％以上の肯定的評価をいただ

いた。しかし、否定的な評価についても目を向け、まだまだ改善の余地があることを

示していただいたと捉え、保護者や地域の方に授業や行事に一層の参加や参画

もしていただける取り組みを図っていく。 

２ 次年度に向けた学校経営の方向性、課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のとおり報告いたします。 

 

令和 ５年 ２月 ２０日 

多摩市立豊ヶ丘小 校長   卜 部 敦 彦 

 

 

 

 

《方向性》 
「２０５０年の大人づくり」に向け、「依存から自律へ」「知識から知恵へ」「IQから EQへ」を念頭に未来に向けて
自らの知恵を活用し、周りの人と協働して改革・革新ができ、自分の利益だけではなく、社会に対して貢献できる人
材の育成をめざす。そのための取り組みとして、授業のユニバーサルデザイン化（視覚化、焦点化、共有化から）、各
教員の得意分野を集結した協働的な授業改善、校内研究による効果的な指導方法の研修、合同授業、交換授業に
よる指導方法の共有化・均質化、児童自らが学習過程を計画し、実行する主体的・対話的で深い学びの実施、学校
いじめ対策委員会の毎月の実施、特別支援教育校内委員会の毎月の実施、ふれあい月間、セーフティ教室の実施、
月１回、「いじめ防止の日」を設定、体育的行事や一校一取組、トヨリンピック等の体育的活動の充実及び定期的な
取り組み、ＩＣＴ機器の活用、地域人材の活用を行い、学校教育目標（実行する子 思いやりのある子 健康な子）の
具現化に取り組む。 
《課題》 
  ２０５０年の大人づくりに向け、自らの知恵を活用し、周りの人と協働して改革・革新ができ、自分の利益だけでは
なく、社会に対して貢献できる人材の育成をめざす。そのために、小学校卒業時のめざすべき児童像を保護者や地
域の方と共に考え、本校の教育方針や授業、行事のあり方や方向性等を適宜、点検、改善を行うことが必要である。
また、点検、改善を行うために保護者や地域の方の行事や授業への参観だけでなく、参加や参画の仕組みを構築し
ていくことが重要となる。 

公印 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩市立豊ヶ丘小学校 
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